
　

日
本
共
産
党
の
赤
嶺
政
賢
衆
院
議

員
は
５
月
１
９
日
、
衆
議
院
安
全
保

障
委
員
会
で
質
問
に
た
ち
、
米
軍
再

編
と
米
軍
空
母
艦
載
機
の
訓
練
を
鹿

児
島
県
西
之
表
市
の
馬
毛
（
ま
げ
）

島
で
行
う
よ
う
北
沢
防
衛
相
が
検
討

を
指
示
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
問
題
で

質
問
し
ま
し
た
。

　

赤
嶺
議
員
は
、
種
子
島
と
屋
久
島

の
一
市
三
町
で
つ
く
る
米
軍
基
地
等

馬
毛
島
移
設
問
題
対
策
協
議
会
が
訓

練
反
対
の
要
望
書
を
防
衛
省
に
提
出

し
て
い
る
こ
と
、
現
地
で
は
会
長
の

西
之
表
市
長
が
「
大
変
憤
り
を
感
じ

る
」
と
表
明
し
、
現
地
・
種
子
島
と

屋
久
島
の
１
市
３
町
で
反
対
の
意
思

を
確
認
し
た
事
実
を
示
し
、
た
だ
し

ま
し
た
。

●
赤
嶺
議
員　

こ
う
し
た
地
元
自
治

体
、
住
民
の
意
思
を
重
く
受
け
と
め

る
べ
き
だ
。

●
北
沢
防
衛
大
臣　

特
定
の
地
名
を

出
し
て
指
示
は
し
て
い
な
い
。
あ
れ

も 

だ
め
、
こ
れ
も
だ
め
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
は
、
沖
縄
の

負
担
軽
減
を
し
て
い
く
中
で
は
余
り

生
産
的
で
は
な
い
の
で
は
。

●
赤
嶺
議
員　

馬
毛
島
に
空
母
艦
載

機
の
訓
練
を
移
転
す
る
の

は
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
沖

縄
の
負
担
の
軽
減
じ
ゃ
な

い
。
沖
縄
を
口
実
に
、
地

元
自
治
体
の
頭
越
し
に
米

軍
再
編
を
や
る
も
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
に
モ
ノ
を
言
う

べ
き
だ
。
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鹿
児
島
県
知
事

伊
藤　

祐
一
郎　

殿

馬
毛
島
へ
の
米
軍
訓
練
移
転
に
関
す
る
申
し
入
れ

　

１
６
日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
在
日
米
軍
再
編
で
、

米
軍
厚
木
基
地
か
ら
岩
国
基
地
に
移
転
す
る
空
母
艦
載

機
に
つ
い
て
陸
上
空
母
離
着
陸
訓
練
（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）
を

西
之
表
市
の
馬
毛
島
で
実
施
す
る
方
向
で
最
終
調
整
に

入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

過
去
に
も
馬
毛
島
で
の
米
軍
訓
練
移
転
情
報
が
あ
り
、

地
元
自
治
体
の
首
長
・
議
長
で
つ
く
る
米
軍
基
地
等
馬

毛
島
移
設
問
題
対
策
会
議
を
持
ち
、
政
府
に
対
し
て
も

数
回
反
対
の
意
思
表
明
が
な
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の
報

道
を
受
け
、
昨
日
、
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
強
く
反
対

の
意
思
確
認
が
な
さ
れ
た
と
聞
く
。ま
た
、地
元
住
民
も
、

集
会
や
署
名
活
動
な
ど
を
行
い
、
繰
り
返
し
反
対
の
意

志
を
表
明
し
て
き
て
い
る
。

　

種
子
島
は
農
林
水
産
業
が
中
心
の
地
域
で
あ
り
、
屋

久
島
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
島
で
観
光
業
が
盛
ん

な
地
域
で
あ
る
。Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
農
林
漁
業
や
観
光
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
り
、
住

民
生
活
も
騒
音
や
事
故
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

今
、
国
内
で
は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
多
く
の

国
民
が
被
災
者
の
支
援
や
復
興
に
心
を
寄
せ
、
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
国
力
を

挙
げ
、
あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
全

披
災
者
の
復
興
は
果
た
せ
な
い
。

　

そ
う
い
う
最
中
に
、
人
命
を
傷
つ
け
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
破
壊
す
る
戦
争
の
た
め
の
米
軍
訓
練
の
た
め
に
新

た
な
支
出
を
す
る
な
ど
到
底
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
も
そ
も
、
洋
上
基
地
（
司
令
部
）
と
し
て
の
機

能
を
持
ち
、
海
の
上
の
ど
こ
か
ら
で
も
航
空
機
を
発
進

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
空
母
は
、
日
本
の
防
衛
と
は
無

縁
の
も
の
で
あ
る
。
今
の
日
本
に
必
要
な
こ
と
は
、
軍

事
費
を
削
り
、
米
軍
へ
の
思
い
や
り
予
算
を
な
く
す
な

ど
、
平
和
を
守
り
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治

で
あ
る
。

　

貴
職
が
、
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
立
場
で
、
下

記
の
点
に
つ
い
て
、
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
申
し
入

れ
る
も
の
で
あ
る
。

記

１
．
米
軍
の
陸
上
空
母
離
発
着
訓
練
の
馬
毛
島
へ
の
移

転
計
画
の
情
報
に
つ
い
て
、
早
急
に
政
府
に
確
認
し
、

そ
の
内
容
を
県
民
に
公
表
す
る
こ
と
。

２
．
地
元
自
治
体
と
共
同
し
、
政
府
に
対
し
て
強
く
訓

練
移
転
反
対
の
意
志
を
表
明
す
る
こ
と
。

２
０
１
１
年
５
月
１
７
日

日
本
共
産
党
鹿
児
島
県
委
員
会

委
員
長　

野
元　

徳
英

日
本
共
産
党
県
議
団　
　
　
　

代
表　

ま
つ
ざ
き
真
琴

　
　
　
　
　
　
　

以
上

◎ 

日
本
共
産
党
鹿
児
島
県
委
員
会
と 

ま
つ
ざ
き
真
琴
県
議
は
１
７
日
、
米
空
母
艦
載
機
部
隊
の
発
着
訓
練
を
西
之
表
市
沖
の
馬

毛
島
で
行
う
案
が
再
浮
上
し
た
問
題
で
、
伊
藤
祐
一
郎
知
事
に
地
元
自
治
体
と
共
同
し
、
反
対
の
意
思
を
政
府
に
表
明
す
る
よ
う

申
し
入
れ
ま
し
た
。
提
出
し
た
申
し
入
れ
書
を
紹
介
し
ま
す
。

日本共産党

馬毛島への米軍訓練移転やめよ
地元1市3町が「反対」。地元の意思、尊重せよ　赤嶺議員がただす

陸上空
母

陸上空
母

離着陸
訓練

離着陸
訓練陸上空
母

離着陸
訓練

●

　

鹿
児
島
県
・
種
子
島
の
沖
合
十

三
キ
ロ
に
位
置
す
る
無
人
島
。
島
の
大
半
を

所
有
す
る
開
発
業
者
が
米
空
母
艦
載
機
の
夜

間
離
着
陸
訓
練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
の
誘
致
を
表
明

し
て
い
る
。

　

馬
毛
島
周
辺
一
市
三
町
の
首
長
は
Ｎ
Ｌ
Ｐ

施
設
の
建
設
に
そ
ろ
っ
て
反
対
。

鹿　児　島

 

馬
毛
島


